
























































































































































倫理学の領域を含め、4 つの問題提起を行った。 1 ．
関根氏によれば、尹氏の「和解の神学」の確信は
贖罪信仰にある。このことは、キリスト教内部に
あっては異論をさしはさむものではないが、しか
し贖罪の神を信じない外部、特に哲学的伝統から
見た場合に、この論理は妥当するであろうか。贖
罪の神を受け入れない哲学的伝統（H・アーレント、
V・ジャンケレヴィッチ、J・デリダ、K・ヤスパー
ス）にあっても、和解を巡る傾聴すべき議論と模
索があることを、神学者もまた視野に置いておく
必要があるのではないか。 2 ．聖書学的に見ると、
そもそもイエス自身に贖罪思想を有していたかど
うかも問われなければならない。むしろ、イエス
の思想の中心は、「バシレイアー・トゥー・テウー」
（神の国）であり、またアガペーではなかったか。 3 ．
さらにいえば、アガペーの思想は、果たしてイエ
スの専有物であったであろうか。アガペーの思想
は、イエスにおいて絶対性を帯びたものとなった
であろうが、他方、普遍的真理的事実からアガペー
を捉える必要もあるのではないか。そしてそれが、
尹氏の「教会外の人々との意思疎通」の意図に沿
うことにもなるのではないか。 4 ．和解の神学が、
「害悪未生」の理想へとまなざしを向けた、害悪を
未然に防ぐ倫理教育によって補填されることも必
要ではないか。これらの関根氏のレスポンスに対
して、尹氏は端的に応えられた。
　今回のシンポジウムは、全ての講演者・応答者が、
各々の専門領域における第一人者と評される方々
ばかりであり、まさに第一級の内容であった。こ
の「赦しと和解の神学」の議論が、さらなる進展
を見せていくことを願わずにはおられない。
（文責：五十嵐成見［いからし・なるみ］聖学院大
学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士後期
課程）
